
 
 
 
 
 
 
  平成２６年度の地区別山林種苗需給調整協議会は、北海道・東北地区が１１月１３日盛岡市で、関東地区が２月

３日さいたま市で、東海・北陸地区が１１月１８日福井市で、近畿地区が１１月２６日大阪市で、中国地区が１０月２９

日広島市で、四国地区が１２月１５日松山市で、九州地区が１１月２０日長崎市で、林野庁・森林管理局、都道府

県、林木育種センター、森林農地整備センター、都道府県苗組、県森連等の関係者が多数出席して、種子・穂木

や山行苗木の需給実績と需給計画、造林計画と山行苗木の需給見込量等について協議が行われました。 

   また、この協議会においては、種子・穂木や山行苗木の移出又は移入の可否、コンテナ苗生産への取組み状、

コンテナ苗木の規格の設定状況、優良苗木の安定供給に向けた生産体制支援対策についての国・都道府県への

要望事項等について熱心な話し合いが行われました。 

   全国的な動向をご理解いただくために、取り急ぎ第１表に地区別の需給計画、第２表に樹種別の需給見通しを

纏めましたが、地区を重複する県・森林管理局等もあり、確定数値ではありません。都道府県ごとの数値は、追って

情報連絡する予定にしております。 

 

第１表 地区別の山行苗木の需給実績と需給計画（概数を集計） 

（単位：千本）         

地 区 
需給実績（H２５秋～H２６春） 需給計画（H26 秋～H27 春） 

生産量 需要量 過不足 生産量 需要量 過不足 

北海道・東北 ３０，３８２ ２５，３８３ ４，９９９ ３１，５４２ ２６，９７５ ４，５６７ 

関東 ３，３４４ ３，０７８ ２６６ ３，１４５ ２，８９３ ２５２ 

東海・北陸 ２，４５６ ２，１２９ ３２７ ２，３２３ ２，２７４ ４９ 

近畿 ２，６２８ ２，７９４ －１６６ ２，１９７ ３，１０３ －９０６ 

中国 ４，０９１ ４，２５３ －１６１ ３，５７９ ３，３２３ ２５６ 

四国 １，３１０ ２，２８８ －９７８ １，８１４ ２，０７８ －２６４ 

九州 １３，２２０ １２，０３１ １１８９ １４，１００ １３，２５２ ８４８ 

計 ５７，４３１ ５１，９５６ ５，４７５ ５８，７００ ５３，８９８ ４，８０２ 
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平成２６年度地区別需給調整協議会の結果を取り纏めました 

苗木の需要量は増加の傾向、コンテナ苗木は大幅に増加する見通し 



第２表 樹種別の需給見込表（概数を集計） 

（単位：千本） 

樹      種 
当年度（２６年秋～２７年春） 翌年度（２７年秋～２８年春） 翌々年度（２８年秋～２９年春） 

生産量 需要量 過不足 生産量 需要量 過不足 生産量 需要量 過不足 

スギ 

総数 19,166 22,576 -3,410 19,260 22,251 -2,991 20,836 24,819 -3,983 

うち花粉対策 2,348 3,631 -1,283 2,096 4,709 -2,613 2,788 5,665 -2,877 

ヒノキ    

総数 8,969 10,580 -1,611 9,529 10,202 -673 9,274 9,636 362 

うち花粉対策 0 191 -191 0 351 -351 0 -210 -210 

トドマツ・エゾマツ  11,124 6,631 4,493 9,022 6,060 2,962 9,022 6,413 2,609 

カラマツ  11,193 12,687 -1,494 13,602 14,700 -1,098 14,325 14,766 -441 

アカマツ 

総数 1,055 253 802 305 292 13 407 178 229 

うち抵抗性 996 246 750 292 272 20 394 169 225 

クロマツ 

総数 1,709 1,323 386 818 1,789 -971 1,085 2,308 -1,223 

うち抵抗性 886 775 111 454 1,516 -1,062 852 2,067 -1,215 

その他針葉樹  944 872 72 303 129 174 303 145 158 

その他広葉樹  5,443 3,362 2,081 2,692 1,826 866 2,740 1,795 945 

計  59,603 58,284 1,319 55,531 57,249 -1,718 57,991 60,060 -2,069 

コンテナ苗（再計）  1,085 1,159 -74 1,645 2,061 -416 2,025 2,556 -531 

  

 

    

 

全国の種苗関係者が集う場の復活をという皆様の期待に応え、また、種苗生産の今日的課題を考える場が必要

との考えから、全苗連と北海道苗組が協力して、次の内容で準備を進めております。なお、このことについては、理

事会と総会の議事を経なければなりませんが、日程的な都合もあり準備を進めていることをご理解願います。 

① 生産者の集い ： 平成２７年９月８日（火） かでる２・７（札幌市中央区北２条西７丁目） 

② 意見交換会 ： 平成２７年９月８日（火） ホテル札幌ガーデンパレス（札幌市中央区北１条西６丁目） 

③ 現地研修会 ： 翌日の９月９日（水）、大型バスで移動し、帯広管内で現地研修会 

 

 

 

今回は、皆様の関心の高い「コンテナ苗木育苗培土を使用した養苗移植方法」のチラシを添付します。 

 

全苗連・苗組の行事予定 

３月３日  『低コスト造林技術実証・導入促進事業』第３回検討委員会（林野庁） 

５月８日 （会場仮予約） 全苗連理事会 

５月２７日（会場仮予約） 全苗連平成２７年度通常総会   

『全苗連生産者の集い』の開催に向けて検討しています 

技術情報  ～ コンテナ苗木の養苗移植方法 ～ 



 


